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取扱説明書 
                スロープ台 
       

●注意事項 
△！ 警告（この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う恐れのあるもの。） 

①乗り上げた後は、必ず、ギアをバックに入れ、確実にサイドブレーキを掛けてください。 

②車輌の下で作業する場合は、ジャッキスタンド等を使用してください。 

③極力、低速走行で本商品に乗り上げてください。 

④ペイント等でコーティングされた舗装面で使用すると、スロープ台が滑る事があります。特に樹脂製スロープ台は軽量の為、その傾向

が強いです。使用前に確認の上、使用してください。 

⑤路面の状態によりスロープ台が滑る可能性がある時は、スロープ台の下にゴム等を敷いて、滑り止め対策を施してください。 

 

△！ 注意（この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①舗装された平らな路面で使用してください。軟弱地、傾斜面、凹凸のある場所では、絶対に使用しないでください。 

②アルミ製と樹脂製スロープ台は、カタログ、及び商品表示の耐荷重以上の荷重を掛けて使用しないでください。スロープ台の耐

荷重は、２ヶ同時使用での数値です。 

③木製スロープ台は、材料の性質上、木目の隙間がある場合があります。ご了承ください。又、すき間を埋めるのにある程度の補

修をしています。 

④車止めのあるスロープ台は、車輪を車止め部に載せないでください。変形、及び事故の原因になります。 

⑤タイヤの中心が、スロープ台の中央を通る様に乗り上げてください。 

⑥ヒビ、カケ、曲がりがあるスロープ台は、絶対に使用しないでください。 

⑦他社製メーカーのスロープ台と組み合わせて使用しないでください。必ず、同じスロープ台を２ケ１セットで使用してください。 

⑧雨等の影響を受けない、風通しの良い場所に、汚れを取り除いて保管してください。 

⑨移動させる時は、引きずらないでください。 

⑩ラバー・マット（♯５４５３１０００）を使用する場合は、表裏を確認してください。目の細い面が表、目の粗い面が裏です。 

⑪ラバー・マット（♯５４５３１０００）に油分等が付着した場合は、布等で確実に拭き取ってください。 
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